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班 員 構 成 

研究者名 研究実施場所 職名 主な研究分担 

代表 塩原哲夫 杏林大学医学部皮膚科学 教授 

研究の総括。 

重症多形滲出性紅斑の疫学・発症

機序・治療・予後の研究 

分担 橋本公二 
愛媛大学 

先端研究学術推進機構学術企画室 

特命 

教授 

重症多形滲出性紅斑の疫学・発症

機序・治療・予後の研究 

分担 相原道子 
横浜市立大学大学院医学研究科 

環境免疫病態皮膚科学 
教授 

重症多形滲出性紅斑の疫学・発症

機序・治療・予後の研究 

分担 末木博彦 昭和大学医学部皮膚科学 
主任 

教授 

重症多形滲出性紅斑の疫学・発症

機序・治療・予後の研究 

分担 森田栄伸 島根大学医学部皮膚科学 教授 
重症多形滲出性紅斑の疫学・発症

機序・治療の研究 

分担 浅田秀夫 奈良県立医科大学医学部皮膚科学 教授 
重症多形滲出性紅斑の疫学・発症

機序・治療の研究 

分担 谷崎英昭 
京都大学大学院医学系研究科 

皮膚科学 
助教 

重症多形滲出性紅斑の発症機序・

病態に関する研究 

分担 小豆澤宏明 
大阪大学大学院医学系研究科 

皮膚科学 
助教 

重症多形滲出性紅斑の発症機序・

病態に関する研究 

分担 橋爪秀夫 市立島田市民病院 
主任 

部長 

重症多形滲出性紅斑の発症機序・

病態に関する研究 

分担 永尾圭介 慶應義塾大学医学部皮膚科学 
専任 

講師 

重症多形滲出性紅斑の発症機序・

病態に関する研究 

分担 阿部理一郎 北海道大学医学研究科皮膚科学 准教授 
重症多形滲出性紅斑の発症機序・

病態に関する研究 

分担 黒沢美智子 順天堂大学医学部衛生学 准教授 
重症多形滲出性紅斑の疫学の調査

研究 

分担 外園千恵 

京都府立医科大学大学院 

医学研究科 

視覚機能再生外科学 

講師 
重症多形滲出性紅斑の眼合併症・

治療指針に関する研究 
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